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「ホップの里」から「ビールの里」へ
ビールづくりに欠かせない原料のひとつである「ホップ」。岩手県遠野市は、日本一のホップ栽培面積を
誇っています。しかし栽培農家の減少により、現在の遠野市のホップ生産量はピーク時の約５分の１と
なっており、生産量増加に向けた取組みが求められています。そこでキリンホールディングス株式会社
は、ビールの原料であり遠野市の大切な農作物「ホップ」を守るため、また、食とビールで遠野を元気に
するために、農業活性化を通じた遠野のまちづくり「ビールの里構想」に取り組んでいます。

新たな農業法人「BEER EXPERIENCE株式会社」の設立
ホップ生産量の減少を食い止めるためには、生産者が減少しても収穫量が維持される、新たな生産体制
の構築が不可欠です。そこで持続可能なホップの生産体制の確立により、「ビールの里」として地域活性
化にも貢献するビジネスモデルを目指した新たな農業法人「BEER EXPERIENCE株式会社」を設立し
ました。

日本産ホップ生産拡大と栽培技術向上
BEER EXPERIENCE社では、新たな生産体制の１つとして、ホップ生産の機械化と大規模化を進めていま
す。またホップの栽培技術向上のために、ドイツのホップ栽培技術を取り入れ、高い生産性と高品質を確保
しています。2019年春には、4.9ha（東京ドーム約１個分）のドイツ式新ホップ畑が誕生しました。さらに、
ホップ生産体制を維持するための人材を獲得するため、新規就農者を育成するプラットフォームが構築さ
れています。

遠野パドロン生産の拡大と高収益化
ビールのおつまみに特化した新農業形態として、「遠野パドロン」が注目されています。パドロンはスペ
インではメジャーなおつまみ野菜であり、素揚げして塩で味付けするのが一般的です。高付加価値のあ
るビール関連食材として認知度の拡大を目指し、「ビールの里構想」を支える戦略として重要視されて
います。

遠野ビアツーリズム事業
BEER EXPERIENCE社では、ホップ畑やパドロンハウス農園、醸造所などを見学する「ビールの里・遠野
満喫ビアツーリズム」や、ビールとおつまみのペアリング体験が出来る「遠野ナイトビアホッピング」など、
ビールの原料生産からクラフトビール醸造までを体感できるツーリズムを開催しています。さらに、遠野
産ホップの収穫を祝う「遠野ホップ収穫祭」が行われるなど、ビールの里・遠野の認知度を高める取組み
が行われています。

遠野産ホップとまちづくり
「ホップの里」から「ビールの里」へ遠野の未来につながるまちづくり

国連大学（UNU）とは？

キリンホールディングス株式会社

岩手県立久慈東高等学校
岩手県立遠野緑峰高等学校

「ホップの里」から「ビールの里」へ、50年後の遠野の未来につながるまちづくりのために、遠野市とキリンが進める「ビー
ルの里構想」。2019年７月31日、久慈東高校と遠野緑峰高校のみなさんが現地のホップ農園などを視察し、日本産ホップ
の持続的生産体制の確立を通じて、地域活性化を目指す取組みについて学んできました。

高 校 生 環 境 研 修  ～企業の環境活動を学ぶ～

これまで「全国ユース環境活動発表大会」の全国大会が開催されてきた東京・南青山にある国連大学。
どのような活動をしているかご存じですか？
今回は、国連大学サステイナビリティ高等研究所（UNU-IAS）で日々熱心に研究に励んでいる研究員の
活動をご紹介します。

国連大学は、グローバルなシンクタンクであり、大学院教育・能力開発を行う学術機関です。世界12か
国に14の研究所があり、日本に本部を置いています。国連大学の使命は、人類の生存、開発、福祉といっ
た緊急性の高い地球規模課題を、共同研究や教育を通して解決へと導くことです。

国連大学サステイナビリティ高等研究所（UNU-IAS）とは？
国連大学サステイナビリティ高等研究所（UNU-IAS）は、東京に拠点を置く国連大学の研究・教育機関のひとつです。研究所の活動には、

「持続可能な社会」、「自然資本と生物多様性」、「地球環境の変化とレジリエンス」という３つの大きなテーマがあります。またUNU-IASは、
国内外の主要大学との緊密な協力のもと、修士・博士課程、ポスドクフェローシップ、短期コースを実施しています。

プロフィール：中国の重慶大学で修士（環境工学）、大阪大学で博士（環境工学）を取得後、2017年か
らJSPS（日本学術振興会）の外国人特別研究員として UNU-IASで研究活動に従事している。
国籍はモザンビーク 

国連大学 サステイナビリティ高等研究所（UNU-IAS） JSPS - UNU ポスドクフェロー

レティシア・ドス・ムチャンゴス

私はUNU-IASで「廃棄物の管理」について「持続可能な開発のため
の教育（ESD）」と「持続可能な開発のためのガバナンス（GSD）」
という2つのプロジェクトに所属して研究しています。中でも、ごみの
収集といった廃棄物に関する教育やキャンペーンを行う際、ジェンダー
や地域社会の特性をどう活かすかが大きな研究課題です。
私が故郷モザンビークで大学生だった頃、路上に放置されたゴミ問題
が国内で注目を集めていました。収集されたゴミの行方について調べ
るうちに、大規模なゴミ集積場がモザンビークにあることを知って衝
撃を受けました。実は身近にあったそのゴミ集積場の規模の大きさに
驚くとともに、そのすぐそばで生活している住民への影響は深刻なの
ではないかと考え始めました。これが研究の道に進むきっかけです。
ごみ問題は開発途上国、先進国どちらにおいても重要な課題です。
消費のあり方の改善、持続可能なデザインの推進、廃棄物の適切な
管理、廃棄物削減など課題は山積みです。だからこそ効果的な環境
マネジメント、資源の活用、廃棄物管理に関する研究を進め、課題解
決に貢献したいと強く願っています。

日本の廃棄物処理システムから学ぶこと
日本は環境工学という分野でも、廃棄物処理システムにおいても実績
のある国なので、直接学びたいと思い日本に来ました。モザンビーク
では、まだ廃棄物処理システムが確立されていないので、日本の生
ごみの埋め立てやゴミの収集、処理技術、最終処分の仕方など学ぶ
ことが多くあります。
初めて日本に来て驚いたのは、ゴミ収集の仕方です。ゴミの出し方が
細分化且つ組織化されていて素晴らしいと感じます。一方で、どんな
小さな物も個別包装するなど、プラスチックトレーやビニール袋など
による過剰包装には驚きました。
これまで日本で研究を進める中で一番印象的だったのは、ごみ焼却施
設から出る処分灰で作られた埋立地を実際に歩いたことです。地域や
環境に配慮した廃棄物処理のあり方とその可能性について深く考える
きっかけとなりました。

持続可能な社会の実現へ　東京2020大会に寄せる期待
日本が東京2020大会に向けて、持続可能性に配慮した運営計画を策
定している点にも注目しています。この運営計画は、持続可能な資材
の調達や製造といったハード面は充実していますが、ステークホルダー
間のコミュニケーションや参加の促進、個人や組織の意識改革といっ
たソフト面の要素が欠けているように感じます。政府、企業、市民社
会といった関係者全員の理解と合意、参加が運営計画を成功へと導く
鍵となります。計画に向けて、それぞれが自分の役割を的確に把握し
て能力を発揮するためにも、コミュニケーションをスムーズに行い、
意識と理解向上を促す効果的なプラットフォームの確立が必要だと思
います。
私にとって「持続可能な社会」とは、個々人が他者からの支援がなく
ても自立、自活できる社会です。「資源を過剰に消費する社会」と「資
源不足に苦しむ社会」という構図から脱し、より平等で自然環境との
調和のとれた社会が実現できたらと願っています。

廃棄物処理の現場視察（米国テキサス州）

国連大学 Photo:UNU

　普段は馴染みの無いホップでしたが、実際に栽培する現場を見学できた
ので、貴重な経験になりました。大規模で機械化された生産方法は、農
業の可能性を感じました。
　また、遠野市はビールを用いたまちづくりをしていることを知り、ビア
ツーリズムや収穫祭に私たちも参加してみたいと思いました。

岩手県立久慈東高等学校　
生物生産科目群

高橋結愛さん、橋塲二葉さん 
菱事美玲さん、小向莉緒奈さん 
坂本千佳さん

感 想

　今回の研修で、ホップには、私たちの知らない品種があるということが
分かりました。
　生産の方法も、日本とドイツでは違いがあり、機械化が進んでいるドイ
ツの方法は、農家の方々にとって効率的で快適であることを学びました。
　ホップの蔓は、品種によって長さや太さ、毬花（まりばな）にも違いが
あることを知ることができたので、今後のホップ和紙作りでは蔓の太さや
強度を調査し、今まで以上に高品質の和紙を作っていきたいと思いました。

岩手県立遠野緑峰高等学校
生産技術科草花研究班

感 想

佐々木あゆなさん、照井幸汰さん 
菊池虎太郎さん、菊池祐矢さん 
菅田裕斗さん、髙橋美羽さん 
小森陽太さん、萩野白蘭さん 
松田充弘さん

参
加
高
校
生

参
加
高
校
生

ビールづくりに使われるホップの実「毬花（まりばな）」

ホップ畑での研修

パドロン畑の見学

遠野パドロンハウス農園にて

岩手県立久慈東高等学校と岩手県立遠野緑峰高等学校のみなさん

（ユース事務局スタッフ２名も一緒です。）
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